
1.はじめに 
コンクリート中の水分

握するための手段として

ている。これまでの研究

面部では最大実効値への

ている1)。 
 本研究は，配合の違い

ンピーダンス法による測

し，コンクリート構造物

動現象を評価することを

 
2. 実験概要 
2.1 供試体の概要 
供試体は，30×20×40
し，表面から 1cm～10cm
を埋め込んだ。供試体の

ート表面の測定において

の上に絶縁ゴムを敷き，

た。検討ケースは，水セメ

スランプ 5cm，12cm，2
用と，真水浸漬用のそれ

 
2.2 測定方法 
測定は，図-2に示すよ
材齢28日から測定を始め
三日間隔で乾湿を繰返し

た。測定ではこれまでの

39MHｚの周波数帯域が
36MHｚ～39MHｚで周
化させ計測した。 
 
3.実験結果及び考察 
図-3 及び図-4 に深さ
る実行値の変化を示す。1
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図-3 実効値の変化 
(W/C=55％，スランプ 12cm，16サイクル目) 

図-4 実効値の変化 
(W/C=55％，スランプ 12cm，30サイクル目) 
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量及び塩分量を定量的に把

インピーダンス法が検討され

成果により，コンクリート表

影響が大きいことが確認され

及び外部からの塩分浸透がイ

定に与える影響について検討

の水分及び塩化物イオンの移

目的としたものである。  

(cm)のコンクリート供試体と
の深さに 4cm間隔で銀電極
概要を図-１に示す。コンクリ
は，銀電極を表面に置き，そ

錘を載せて固定するものとし

ント比 45％，55％，65％，
1cmの 9パターンを塩分浸漬
ぞれ 2体ずつ作製した。 

うな測定回路を用いて行い， 
，塩水または真水を浸漬し，

，約 30 サイクル測定を行っ
研究成果から，36MHｚ～
最大実効値であることから，

波数を 0.1ＭＨｚピッチで変

方向で比較した塩水浸漬によ

6サイクル目の時点では深さ

ンス，塩化物イオン，非破壊試験，実効値，塩害 
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図-1 供試体の概要 

図-2 測定回路図 
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方向での差異がみられなかったものの，30サイクルに
おいては，表面付近から実効値に差異が生じる結果と

なった。これは，表面付近から徐々に塩化物が浸透し，

実効値に影響を与えたためであると考えられる。また，

最大実効値は 37ＭＨｚ～38ＭＨｚの周波数帯域であ
った。 
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塩水浸漬と真水浸漬の最大実効値の差異から，サイ

クル数の経時変化を示したものを図-5に示す。この差
異は，真水浸漬の最大実効値から塩水浸漬の最大実効

値を差し引くことにより求めたものである。図-5より，
サイクル数の増加に伴い，類似した最大実効値を示し

たため差異はあまり認められなかったが，20サイクル
を経過した時点から真水浸漬の方が塩分浸漬より最大

実効値が高くなる傾向が見られたため，差異が大きく

なる結果となった。これは，既往の研究成果よりコン

クリート内の塩化物量の増加に伴い最大実効値が小さ

くなるということが確認されており1)，塩化物量の浸

透によって，真水浸漬の最大実効値とに差異が生じた

ものと思われる。この結果から，インピーダンス法に

よって，コンクリート内に浸透してきたCl-の有無を判
断することの可能性が見出されたと考えられる。 

図-5 塩水浸漬と真水浸漬の最大実効値の差 
(W/C=55％，スランプ 21cm，深さ 2cm) 
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図-6 深さによる最大実効値の比較 
      (W/C=55％，スランプ 21cm) 

図-6に表面から2cm及び10cmの深さでの最大実効
値の経時変化を比較した結果を示す。図-6 から，20
サイクル以降において差異が生じる結果となっており，

これは，塩分浸透によって表面付近に影響を与えたこ

とによるものであると考えられる。 
図-７にサイクル数ごとの深さ方向の最大実効値の
分布を示す。試験当初は深さ方向の最大実効値の分布

にほとんど差異が見られなかった。しかし，25サイク
ル以降，表面付近の最大実効値が大きくなり，深くな

るに従い最大実効値が低くなるという傾向がみられた。

また，表面部に関しては最大実効値が低い値を示し，

深さの影響を確認することができなかった。これは，

表面部とコンクリート内部での計測方法の違いによる

ものと思われる。 

図-７ 最大実効値と深さの関係 
(W/C=55％，スランプ 21cm) 
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4.結論 
本検討では，塩化物を断続的に供給することにより，

最大実効値が低下する傾向が見られたことから，イン

ピーダンス法を用いて塩化物イオンの移動現象を推定

する可能性を見出すことができたと思われる。また，

最大実効値を示す周波数帯域は，本実験条件において，

37MHｚ～38MHzの間にあることが明らかとなった。 
 表面部に関しては，今回塩化物の影響を的確に把握

することができなかったため，実験法も含めて今後さ

らに検討していく予定である。 
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